
外国人のお客様が、
増えている気がする。
その感覚を、次の一手へ。

公開データで、ホテルの外で起きている変化を
読み込み、この宿に合うお客様を見つける。



今年はなんとな
く、外国人のお客
様が増えている気
がするんです。

英語での問い合
わせも、増えて
きている
し……。

朝のロビーで
も、海外のお客
様をよくお見か
けします。



海外 OTAから
のご予約も、少
し増えてきてい

ます。

朝食の内容を聞
かれることも、
増えました。

周辺観光のご案内
も、外国語で聞か
れることが多いで

す。

いい変化だとは思う
んですが、どう今後
の経営に活かせばい
いのか……。



できます。まずは、そ
の“なんとなく”を、
データで確かめてみま

しょう。

この感覚、ちゃんと
見える形にできるん
でしょうか。

地域の訪日客データや
宿泊統計と重ねると、
変化の背景が見えてきま

す。

うちの予約データだ
けでなく、国や地域
が公開している宿泊
経営に使えるデータ
も見るんです。



まずは自館のデータで
す。予約、 OTA、口コ
ミ、問い合わせ内容で

すね。

たしかに、外国語の口
コミや海外 OTAの予
約が増えています。

ここで、館内の変化は確認でき
ます。ただ、地域全体の流れか
自館だけかは、まだわかりませ

ん。

なるほど。内側のデー
タだけでは、背景まで
は見えないんですね。



そこで、外の公開
データを重ねて
みましょう。

実は、宿泊経営に使え
る公開データは、かな
り多いんです。

JNTOの「訪日外客
統計」や、観光庁の
「宿泊旅行統計調
査」判断に役立つ
データがあるんだ

ね。

観光庁の「イン
バウンド消費動
向調査」や、気
象庁の気象デー
タも使えます。

そんなにあるんで
すね。経営判断に
使えるとは知りま
せんでした。



たとえば、この地域で
は、アジア圏のお客様
が増えています。

一方で、欧米のお客様は、人数
は多くなくても滞在日数が長い傾

向があります。

旅行の目的や過ごし方も、国に
よってかなり違います。

ただし、ここからが大事です。増え
ているお客様を、すべて取りに行く

必要はありません。

感覚だけじゃなく、
本当に地域でも変化
が起きていたんです

ね。



いえ、訪日客全体を
追いかける必要はあ

りません。

数が多い市場と、自館に
合う市場は、必ずしも同
じではありません。

外国人のお客様が増
えているなら、もっ
と広く海外向けに打
ち出すべきでしょう

か。

大事なのは、この
旅館に合うお客様
を見つけることで

す。



狙うお客様を絞ることで、現
場の準備も、ぐっと具体的に

なります。

温泉、食事、静か
な滞在、地域の文
化。どの魅力を前
に出すかが、決め
やすくなります。

訪日客ぜんぶ、ではなく、この
宿に合う層へ。絞るほど、届け

方は明確になります。

はい。広げすぎない
ことが、むしろ強み
を伝える近道になり

ます。
たしかに、誰に向け
るかが決まれば、や
ることも見えてきま

すね。



地域で増えているお客様と、
自館で満足度の高いお客
様。この二つを、重ねて見

ます。

“多いお客様”ではな
く、“この宿と相性のよい
お客様”を探すんです。

多い国を追うだけで
は、判断を誤ることも
ある——ということで

すね。

JNTOで国・地域別の動
き、宿泊旅行統計で地域
の宿泊傾向を読みます。

消費動向や天候に、
自館の口コミ・ ADR
を重ねます。



こちらの旅館なら、“地域
の食や文化を、ゆっくり
楽しみたい個人旅行者”と
相性が良さそうです。

たしかに、朝食や静
かな雰囲気は、口コ
ミでもよく褒められ

ています。

朝食、静かな客室、
庭、そして街歩き——
どれも、うちが大事に
してきたものだ。

“外国人向け”ではな
く、“この宿に合うお
客様向け”に整える。
それが大切です。

近くの街歩きや文化
体験も、もっと丁寧
に伝えていきたいで

すね。



データを見る目的
は、資料を増やすこ
とではありません。

自社サイトと
OTAの見せ方
を、まず見直しま

す。

よく聞かれるご質
問も、多言語でま
とめておきます。

朝食や地域文化の魅
力を、もっと前に出

したいね。

現場が動ける形にし
て、はじめて“次の一
手”になります。



この周辺案内があ
ると、ご説明しや
すいです。

お料理の説明カード
で、お客様に伝わりや
すくなりました。

自社サイトも、“この宿
に合うお客様”に向け
て、見せ方を整えまし

た。

感覚で終わっていた
ものが、ちゃんと次
の行動につながりま

した。



Let’s come back 
next year.

ホテルの外で起きている
変化と、自館のデータを
重ねる。すると、この宿
に合うお客様と、次の一
手が見えてきます。

“ ”現場の なんとなく を、次の一手へ。
ホテル本社は、外の変化も読み込み、
その宿らしい経営判断を支えます。
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